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研究成果の概要（和文）：胆管細胞は自然免疫リガンドと疎水性胆汁酸の暴露により細胞内酸化ストレスが亢進
するとともにAE2発現が低下し、IL-6やケモカインの産生が亢進した。胆管細胞でのAE2発現をsiRNAで落として
も同様であった。またAE2発現が低下した胆管細胞周囲には自己免疫細胞が有意に遊走することも明らかになっ
た。IFN-gの存在で更にAE2発現が減弱した。またこのようなPBC模倣環境では胆管細胞の老化を認め、一連の現
象は細胞老化関連分泌現象であることが示唆された。病理的に検討した結果、PBC胆管では酸化ストレスが亢進
しAE2発限低下を認めた。またPBC胆管の中でも胆管炎活動性が高いほどAE2発現は低下していた

研究成果の概要（英文）：To address the role of AE2 in preventing PBC pathogenesis, we took advantage
 of our ability to isolate human BEC and autologous splenic mononuclear cells (SMC). We studied the 
influence of hydrophobic bile acids (GCDC), on AE2 expression in BEC and the subsequent impact on 
the phenotypes of BEC and local inflammatory responses. We demonstrate herein that GCDC reduces AE2 
expression in BEC through induction of ROS, which enhances senescence of BEC. In addition, a 
reduction of AE2 levels upregulates the production of IL-6, IL-8 and CXCL10 from BEC in response to 
toll like receptor ligands. 

研究分野：自己免疫
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１． 研究開始当初の背景 
 
原発性胆汁性胆管炎(PBC)は、胆管細胞を標

的細胞とし周囲に自然免疫細胞・獲得免疫細

胞の両者を攻撃細胞として認め、疾患特異的

に抗ミトコンドリア抗体が出現する臓器特

異的自己免疫疾患で、本邦での患者数は約 5

万人である。治療抵抗性に進行した場合肝臓

移植でしか救命しえないため、症候性 PBC は

難病(特定疾患)に指定されている。PBC の病

態解明や治療法確立に活用するためいくつ

かのモデル動物が作成されてきたが、病態発

症の頻度や汎用性の高さ、PBC で通常見られ

ない腹膜炎などの合併の問題があり、いまだ

研究発展に寄与しうる理想的なモデルは確

立されていない。我々はヒト PBC 肝臓検体を

用いて、その病態解明に成果を上げてきた。

PBC でのミトコンドリア抗原内 T 細胞エピト

ープを同定し、肝臓においてミトコンドリア

抗原反応性 T細胞が増え IFN-g が過剰に産生

される獲得免疫の異常メカニズムを明らか

にした。さらに、PBC の患者単球の自然免疫

刺激に対する反応性の亢進(Hepatology 

2005)や、胆管細胞が Toll 様受容体(TLR)リ

ガンド刺激によりケモカインを産生し、活性

化 NK 細胞が自己胆管細胞を攻撃することな

どによる自然免疫による臓器破壊を報告し

た。これらの研究では、独自に開発した肝移

植時摘出肝由来の胆管細胞と肝臓浸潤単核

球を共培養するモデルを用いて、自然免疫異

常に由来する胆管炎の存在を証明し得た。し

かし、未だ自然免疫異常が獲得免疫異常へと

移行するメカニズムは明らかではない。 

  
２． 研究の目的 
 

本研究ではこの問題を解決するために、PBC

の基本病態である胆管周囲の持続的炎症を

引き起こすメカニズムを、標的臓器側から明

らかにすることを試みる。 

 関節リウマチなど一部の自己免疫疾患の

予後は、主としてサイトカインを標的とした

生物学的製剤の使用により劇的な改善を認

めている。一方、肝臓の自己免疫疾患である

PBC においては未だ有効な治療法が開発され

ていない。申請者は、ヒト PBC 肝臓の解析に

より、傷害胆管の異常、すなわち Toll 様受

容体および HLA クラス I・II 抗原の発現が亢

進し、自然免疫異常から獲得免疫異常に移行

していく過程を明らかにした。そこで本研究

では 1)生体肝移植時の摘出肝由来の胆管細

胞・肝臓浸潤単核球を用いて実験室内で PBC

の病変を再構築し、2)免疫異常の獲得過程と

それに関わる鍵分子を明らかにすることに

より、PBC の病態進展を防ぐための新規治療

法理論を確立する。 

 

３． 研究の方法 
 
3 名の PBC、8名の HCV 肝硬変による生体肝移

植時の摘出肝臓ならびに脾臓を検体として

使用した。肝臓より密度勾配法で分離した単

核球分画の中で壁付着細胞を選択し、

CD326(EpCAM)抗体を用いたイムノビーズで

胆管上皮細胞を回収した。脾臓は機械的に破

砕し密度勾配法で単核球分画を分離した。疎

水性胆汁酸、自然免疫リガンド、自己の脾臓

単核球あるいはIFN-gで胆管細胞を刺激して、

AE2、CD40、HLA DR の mRNA 発現に加え、IL-6、

IL-8、IP-10、CX3CL1 のタンパクレベルでの

発現を ELISA 法で確認した。また胆管細胞と

自己脾臓単核球をtranswellで介して培養し、

胆管細胞から産生されるケモカインによっ

て遊走する単核球の数を計測した。また 32

名の PBC 症例、12 名の HCV 肝炎、7名の転移

性肝癌による正常部位を用いて免疫染色に

て胆管細胞での AE2 発現を検討した。 

 

４．研究成果 
 

疎水性胆汁酸刺激で、胆管細胞の AE2 発現が

低下した。またこの AE2 発現低下に酸化スト



レスが関与していた。 

 

AE2阻害剤あるいはAE2siRNAでAE2発現を低

下させた胆管細胞では IL-6、IL-8、IP-10 の

産生亢進と CD40、HLA DR 発現亢進を認め、

自己のリンパ球遊走能も亢進していた。 

 

 

自己リンパ球の存在下で、胆管細胞は PBC を

特徴づけるケモカインである CX3CL1 を産生

し、AE2 発現が低下した場合、胆管細胞から

の CX3CL1 産生は更に亢進した。自己単核球

の代わりに IFN-g＋疎水性胆汁酸刺激でも胆

管細胞からの CX3CL1 産生を認めた。 

 

またこの環境ではさらに胆管細胞からの AE2

発現が低下していた。 

 

免疫染色による病理学的検討では、PBC 胆管

炎の活動性が亢進すると酸化ストレスが出

現しAE2発現は低下することが明らかになっ

た。 

 

 

以上の結果から疎水性胆汁酸による曝露を

起点として胆管細胞は AE2 発現を低下させ、

ケモカイン、サイトカイン産生を亢進させ、

誘導されたリンパ球の働きやその時点での

周囲環境によって更に AE2 発現が低下し、さ

らに胆管周囲に炎症環境が形成される、AE2



を起点とした負のスパイラルの存在が明 

らかになった。 
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